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は
て
し
な
く
続
く
地
平
線
に
砂
埃
が
舞
う
。
目
に
入
る
の
は
路
肩

に
わ
ず
か
に
生
え
る
草
と
、
と
き
お
り
遠
く
に
見
え
る
野
生
の
ラ
ク

ダ
た
ち
の
み
。
朝
か
ら
ど
こ
ま
で
も
続
く
こ
の
風
景
に
気
が
遠
く

な
っ
て
く
る
。
い
よ
い
よ
西
日
が
砂
を
茜
色
に
染
め
る
頃
、
遥
か
彼

方
に
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
木
が
生
い
茂
る
オ
ア
シ
ス
が
見
え
て
き
た
。
久

し
ぶ
り
に
目
に
す
る
木
々
の
瑞
々
し
い
緑
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
す

泉
に
心
が
安
ら
ぐ
。
ラ
ク
ダ
の
背
に
何
週
間
も
揺
ら
れ
、
飢
え
や
渇

き
に
耐
え
て
き
た
旅
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
時
ど
れ
だ
け
ほ
っ
と
し
た

こ
と
だ
ろ
う
か
、
と
悠
久
の
昔
に
思
い
を
馳
せ
る
。

　

羊
飼
い
の
少
年
が
宝
物
を
探
し
に
広
大
な
砂
漠
へ
の
旅
に
出
る
話

を
描
い
た
パ
ウ
ロ
・
コ
エ
リ
ー
リ
ョ
の
名
著
『
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
』
の

舞
台
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
の
地
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
か
ら

西
に
約
八
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
リ
ビ
ア
国
境
近
く
の
街
シ
ー
ワ
。
古
来

よ
り
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
（
デ
ー
ツ
）
の
一
大
産
地
で
あ
る
。

　

日
本
人
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
デ
ー
ツ
だ
が
、
長
さ
三
〜
五

セ
ン
チ
の
果
物
が
た
わ
わ
に
実
る
背
の
高
い
こ
の
木
は
、
北
ア
フ
リ

カ
・
中
東
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
い
茂
っ
て
い
る
。
栄
養
価
が
高
く
、

適
度
に
乾
燥
す
る
と
保
存
が
効
く
こ
と
か
ら
、
気
候
の
厳
し
い
こ
の

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
事
務
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
官　

金
野
憲
哉

こ
ん
の　

け
ん
や　

二
〇
〇
〇
年
農
林
水
産
省
入

省
。
米
政
策
、
品
質
表
示
、
沖
縄
の
農
林
水
産
業

政
策
立
案
、
マ
ン
ゴ
ー
の
輸
送
問
題
の
解
決
、
予
算

編
成
、
農
山
漁
村
活
性
化
政
策
な
ど
を
担
当
し
た

後
退
職
し
、一
〇
年
F
A
O
へ
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
事
務
所
を
経
て 

一
六
年
七
月
よ
り
現
職
。

外 交 最 前 線 １7

エ
ジ
プ
ト
の
デ
ー
ツ
を

世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ

―
―
国
連
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
取
り
組
み

たわわになるデーツの実を前に生産者と談笑する筆者
（筆者提供）
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地
域
で
昔
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
間
で
は
、
ラ
マ

ダ
ン
（
断
食
月
）
の
日
没
後
に
最
初
に
口
に
い
れ
る
と
よ
い
、
と
預

言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
勧
め
ら
れ
た
食
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ひ
と
く
ち
に
デ
ー
ツ
と
言
っ
て
も
産
地
や
品
種
に
よ
っ
て
形
や

色
、
味
に
違
い
が
あ
る
。
私
も
エ
ジ
プ
ト
に
赴
任
し
て
か
ら
四
年
の

間
に
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
ツ
を
口
に
し
た
が
、
中
で
も
隣
国
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
デ
ー
ツ
（
品
種
：
デ
グ
ラ
・
ノ
ワ
ー
ル
）
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

細
長
い
形
の
果
実
は
、
と
ろ
り
と
し
て
半
透
明
の
茶
色
を
帯
び
て
光

り
、
上
品
な
甘
さ
と
豊
か
な
風
味
、
そ
し
て
感
動
的
な
後
味
を
楽
し

め
る
。
ま
さ
に
、
ア
ー
ル
グ
レ
イ
の
紅
茶
が
ぴ
っ
た
り
く
る
、
午
後

の
気
の
利
い
た
お
や
つ
と
い
う
感
じ
だ
。
首
都
チ
ュ
ニ
ス
の
高
級

デ
ー
ツ
専
門
店
で
は
、
ピ
ス
タ
チ
オ
や
ク
ル
ミ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

ナ
ッ
ツ
を
サ
ン
ド
し
た
デ
ー
ツ
が
宝
石
箱
の
よ
う
に
美
し
く
あ
つ
ら

え
ら
れ
て
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
デ
ー
ツ
専
門
店
は
、
ロ
ン
ド

ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
世
界
各
地
の
主
要
都
市
に
支
店
を

持
ち
、そ
の
製
品
は
一
箱
何
十
ド
ル
と
い
う
値
段
で
売
ら
れ
て
い
る
。

　

片
や
エ
ジ
プ
ト
。
主
力
品
種
は
黒
く
ね
っ
と
り
と
し
て
非
常
に
強

い
甘
味
で
、
甘
党
の
エ
ジ
プ
ト
人
向
け
だ
。
実
際
、
生
産
の
九
割
は

国
内
向
け
で
あ
る
。
最
終
販
売
価
格
は
エ
ジ
プ
ト
産
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア

産
の
間
に
は
平
均
で
三
倍
、
時
に
一
〇
倍
以
上
の
開
き
が
あ
る
。
し

か
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
デ
ー
ツ
の
生
産
量
年
間
約
一
五
〇
万
ト
ン
。
実

に
世
界
一
の
生
産
量
を
誇
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
計
り
知
れ
な
い
。

フ
ァ
ー
マ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル

　

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
、
世
界
の
農
林
水
産
業
の
発

展
と
農
村
開
発
に
取
り
組
む
国
連
の
専
門
機
関
で
あ
り
、
こ
の
シ
ー

ワ
の
デ
ー
ツ
生
産
を
将
来
に
渡
っ
て
保
全
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
伝
統

農
業
と
位
置
づ
け
、
二
〇
一
六
年
に
「
世
界
農
業
遺
産
」
の
一
つ
に

認
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
シ
ー
ワ
は
そ
の
遠
距
離
に
加
え
て
、
夏
は

気
温
四
〇
度
に
も
達
す
る
灼
熱
の
地
。
認
定
が
、
シ
ー
ワ
の
デ
ー
ツ

の
高
付
加
価
値
化
に
た
だ
ち
に
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
エ
ジ
プ
ト

の
デ
ー
ツ
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
地
道
な
一

歩
一
歩
の
積
み
重
ね
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
エ
ジ
プ
ト
事
務

所
で
は
、
一
七
年
よ
り
シ
ー
ワ
を
含
む
主
要
産
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
産
・
流
通
の
両
面

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
。

　

ま
ず
生
産
面
で
は
、
害
虫
被
害
に
悩
む
デ
ー
ツ
農
家
の
農
園
に
地

域
の
農
家
を
集
め
、
専
門
家
を
招
き
デ
ー
ツ
の
枝
を
束
ね
て
、
防
虫

ネ
ッ
ト
で
覆
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
最
初
は
今
ま
で
以
上

に
手
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
手
法
の
導
入
に
半
信
半
疑
で

あ
っ
た
農
家
た
ち
も
、
そ
の
後
の
収
量
の
違
い
を
見
て
納
得
。
約

二
〇
％
も
収
量
が
向
上
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
は
た
ち
ま
ち
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農
家
の
間
で
広
ま
り
、
今
や
シ
ー
ワ
を
含
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象

産
地
の
大
多
数
の
農
家
が
こ
の
方
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
。「
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
」。
こ
れ
が
フ
ァ
ー
マ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー

ル
と
い
う
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
得
意
と
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

次
に
流
通
面
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
六
月
の
訪
問
で
は
、
シ
ー
ワ
最
大
の
デ
ー
ツ
農
家
を
訪

れ
た
。
こ
の
農
家
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
研
修
を
受
け
、
い
か
に
エ
ジ
プ
ト
の

デ
ー
ツ
が
他
国
の
高
品
質
な
デ
ー
ツ
に
比
べ
て
、
価
格
を
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
意
欲
的
に
新
製
品
の
開
発
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。
ま
ず
、
従
来
の
品
種
の
デ
ー
ツ
を
や
や
早
く
収
穫
し
、

甘
味
を
抑
え
た
製
品
を
試
験
的
に
作
り
、低
温
保
存
庫
も
導
入
し
た
。

ま
た
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
品
種
も
試
験
的
に
栽
培
を
始
め
て
い
る
。
私

が
彼
の
目
の
前
で
、
チ
ュ
ニ
ス
の
高
級
デ
ー
ツ
専
門
店
の
魅
力
的
な

写
真
に
彩
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
開
き
、
商
品
一
つ
一
つ
の
値
段

を
語
る
と
驚
き
、
そ
し
て
生
き
生
き
と
目
を
輝
か
せ
た
。
デ
ー
ツ
に

は
、
工
場
に
お
け
る
乾
燥
、
梱
包
な
ど
の
工
程
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド

産
業
化
に
よ
る
さ
ら
な
る
雇
用
創
出
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

出
荷
さ
れ
な
い
マ
ン
ゴ
ー
の
山
を
見
て

　

私
の
地
域
農
業
と
の
関
わ
り
は
、
前
職
の
農
林
水
産
省
勤
務
時
代

に
遡
る
。
新
入
省
員
の
研
修
生
と
し
て
一
カ
月
間
を
沖
縄
県
石
垣
島

の
マ
ン
ゴ
ー
農
家
で
過
ご
し
た
私
は
、
そ
こ
で
初
め
て
出
会
っ
た
完

熟
マ
ン
ゴ
ー
の
と
ろ
け
る
よ
う
な
南
国
の
甘
い
香
り
と
、
絹
の
よ
う

な
舌
ざ
わ
り
に
衝
撃
を
受
け
た
。
台
風
の
多
い
石
垣
島
の
マ
ン
ゴ
ー

は
、
大
変
な
手
間
暇
を
か
け
て
育
て
ら
れ
、
お
中
元
の
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
最
高
級
の
贈
り
物
と
し
て
日
本
中
の
消
費
者
を
笑
顔
に
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
マ
ン
ゴ
ー
が
、
観
光
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン

に
空
輸
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
不
足
に
よ
り
、
空
港
に
う
ず
た
か
く
積

み
上
げ
ら
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
何
日
も
飛
行
機
に
乗
せ
ら
れ

ず
、
高
温
で
腐
っ
て
い
く
――
そ
の
損
害
は
毎
年
二
億
円
に
も
の
ぼ

る
と
聞
い
た
と
き
は
、
憤
慨
し
た
。

デーツの枝を束ねて防虫ネットをかけることで、収穫量
が格段に増えた（筆者提供）
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翌
年
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
に
赴
任
し
た
私
は
、
石
垣

島
の
マ
ン
ゴ
ー
が
観
光
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
反

面
、
地
域
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
く
。
マ
ン
ゴ
ー
は
真
夏
の
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
旬
を
売
る

作
物
で
、
高
鮮
度
と
香
り
が
命
。

　

し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と
、
最
盛
期
に
お
い
て
も
、
石
垣
空
港
の

マ
ン
ゴ
ー
の
空
輸
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
、
泡
盛
、
野
菜
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
な
ど
必
ず
し
も
空
輸
が
必
須
で
な
い
産
品
と
競
合
し
ひ
っ
迫
し

て
い
た
。
手
始
め
に
県
農
林
水
産
部
、郵
便
局
、航
空
各
社
、船
会
社
、

泡
盛
生
産
組
合
、
農
協
な
ど
に
直
接
足
を
運
び
、
個
別
に
解
決
へ
の

協
力
を
求
め
た
が
、
な
か
な
か
埒
が
あ
か
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
沖

縄
県
観
光
振
興
局
の
協
力
を
得
て
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
に
南
国
フ

ル
ー
ツ
お
よ
び
マ
ン
ゴ
ー
に
関
す
る
質
問
を
新
た
に
盛
り
込
ん
で
も

ら
い
、
そ
の
重
要
性
を
数
字
で
証
明
す
る
と
と
も
に
、
新
聞
社
や
テ

レ
ビ
局
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
石
垣
島
の
マ
ン
ゴ
ー
の
輸
送
の
問
題
が

脚
光
を
浴
び
、
石
垣
市
長
か
ら
県
知
事
へ
の
直
接
面
会
に
よ
る
解
決

要
請
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
関
係
者
が
つ
い
に
重
い
腰

を
上
げ
、
初
め
て
マ
ン
ゴ
ー
生
産
者
と
一
堂
に
会
し
て
こ
の
問
題
を

議
論
す
る
対
策
会
議
が
立
ち
上
が
っ
た
。
関
係
者
に
よ
る
精
力
的
な

話
し
合
い
の
結
果
、
観
光
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
の
限
ら
れ
た
空
輸
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
の
有
効
活
用
の
た
め
、
緊
急
を
要
し
な
い
産
品
に
つ
い

て
は
海
上
輸
送
を
活
用
す
る
な
ど
の
地
元
の
調
整
が
な
さ
れ
、
石
垣

島
の
マ
ン
ゴ
ー
の
輸
送
状
況
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

問
題
は
現
場
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
し
、
解
決
策
に
飢
え
て

い
る
。
し
か
し
、
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と

は
限
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
現
場
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
「
よ
そ
者
」

が
外
部
環
境
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
し
い
視
点
を
持
ち
こ
み
、
最
初
の

一
歩
を
示
す
こ
と
で
、
水
が
流
れ
る
よ
う
に
問
題
が
解
決
す
る
こ
と

が
あ
る
――
こ
れ
が
、
そ
の
時
以
来
の
地
域
農
業
に
関
わ
る
者
と
し

て
の
私
の
持
論
で
あ
る
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
元
来
気
候
条
件
が
厳
し
く
、
紛
争
に
よ
る

政
治
的
不
安
定
に
晒
さ
れ
る
こ
こ
北
ア
フ
リ
カ
・
中
東
地
域
に
お
い

て
も
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。「
栄
養
価
の
高
い
食
生
活

こ
そ
は
人
類
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
最
初
の
予
防
線

で
あ
る
」
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
農
林
水
産
業
の

安
定
的
な
生
産
を
保
持
す
る
べ
く
生
産
者
へ
の
農
業
生
産
物
資
の
配

布
や
各
国
の
政
策
決
定
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
境
を
越

え
た
食
料
の
国
際
的
な
流
通
が
円
滑
に
保
た
れ
る
よ
う
各
国
に
呼
び

掛
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
農
家
の
携
帯
電
話
・
I
T
な
ど
の

有
効
活
用
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
な
生
産
・
流
通
支
援
を
推
進
す
る
契
機

に
も
な
っ
て
い
る
。
●




